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論 文 内 容 の 要 旨
摂食嚥下リハビリテーションの効果を客観的指標に求める場合には，患者の状態に応じた指標を用いることが重要で
ある。身体機能が維持されている者に対する研究では，横断研究として６５歳以上の外来患者１７８名（平均年齢７９．４±７．２
歳）に対して，Functional Oral Intake Scale（以下，FOIS），舌筋力，Mini Nutritional Assessment-Short Form（以
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